
広く府民に交通安全思想の普及・浸透を図り、

交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに

、府民自身による道路交通環境の改善に向けた取組を推進すること

により、交通事故防止の徹底を図る。

『 古都の暮れ 気遣う心と 待つゆとり 』

令和元年１２月１日（日）～１２月２０日（金）までの２０日間

◇ 夕暮れ時における歩行者の交通事故防止

◇ 二輪車の交通事故防止

◇ 飲酒運転の根絶



夕暮れ時における歩行者の交通事故防止

◇ 運転者は、夕暮れ時には、早めの前照灯の点灯を励行しましょう。

◇ 地域・職場では、夕暮れ時の早めのライト点灯の周知徹底を図りましょう。

◇ 歩行者は、夕暮れ時や夜間に外出する場合は、明るい目立つ色の服装で、靴や持ち物

等に反射材を付け、運転者から発見されやすいようにしましょう。

◇ 職場・家庭・地域等では、反射材の有効性を知らせる広報・啓発活動を実施し、反

射材用品の積極的な着用を推進しましょう。

二輪車の交通事故防止

◇ 二輪車運転者は、二輪の特性を理解して、カーブや下り坂、濡れた路面等では十分に

速度を落とし、交差点では、右折・直進事故や左折巻き込み事故等の防止のため、安全

確認を徹底しましょう。

◇ 二輪車運転者は、交通事故の被害軽減のため、グローブやブーツ（運動靴）等の安全

性の高い服装や、ヘルメットの正しい着用やプロテクター等の着装に努めましょう。

◇ 集団ツーリングでは、参加者が互いに目を配りながら、無理のないペースで走行する

とともに、適宜休憩をとり、安全運転を心掛けましょう。

◇ 事業者や安全運転管理者は、二輪車を利用する従業員に対し、安全に運転するための

基本事項を再確認させ、技能と知識の向上にむけた安全指導を行いましょう。

◇ 実施機関等では、二輪車運転者の交通マナー向上のため広報啓発活動を積極的に実施

しましょう。

飲酒運転の根絶

◇ 職場、家庭、地域等では、飲酒の機会が増えるこの時期をとらえて、「飲酒運転の悪

質性・危険性」や「社会的責任の重大性」「命の尊さ」などを話題に取り上げ、飲酒運

転を絶対に許さない社会環境づくりに努めましょう。

◇ 職場、家庭、地域等では、飲酒を伴う会合の際は、公共交通機関、タクシー、運転代

行サービス等の利用、又は、家族に送迎を依頼する等帰宅方法について決めておきま

しょう。

◇ 実施機関等では、酒類販売店、酒類提供飲食店、駐車場関係者等と連携し「ハンドル

キーパー運動」の普及に努めましょう。

◇ 自動車運送事業者は、アルコール検知器の使用により点検時の確認等、飲酒運転の根

絶に向けた取組を実施しましょう。
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